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１．一般国道４７４号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路の事業概要

（１）事業目的

一般国道474号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起点とし、静岡県浜松市に至る延長約１００kmの高規格幹線道路です。

本事業の一般国道474号三遠南信自動車道佐久間道路・三遠道路は、静岡県浜松市天竜区佐久間町川合から静岡県浜松

市北区引佐町東黒田に至る延長２７．９kmの自動車専用道路であり、下記の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域ネットワークの構築 ②災害に強い道路機能の確保 ③救急医療活動の支援 ④地域活性化の支援

一般国道474号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起点とし、静岡県浜松市に至る延長約１００kmの高規格幹線道路です。

本事業の一般国道474号三遠南信自動車道佐久間道路・三遠道路は、静岡県浜松市天竜区佐久間町川合から静岡県浜松

市北区引佐町東黒田に至る延長２７．９kmの自動車専用道路であり、下記の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域ネットワークの構築 ②災害に強い道路機能の確保 ③救急医療活動の支援 ④地域活性化の支援
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一般国道474号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路 Ｌ＝27.9km

平成30年度
（２／２）供用予定

平成24年3月4日
（２／２）

L=13.4km

平成24年4月14日
（２／２）

L=0.5kmL=6.9km

（○○IC）は仮称

一般国道４７４号 三遠南信自動車道

一 般 国 道 ４ ７ ４ 号 三 遠 南 信 自 動 車 道 佐 久 間 道 路 ・ 三 遠 道 路 の 全 体 位 置 図

凡 例
：供用済区間

：事業中区間

：道路調査区間
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標 準 断 面 図

（２）計画概要

●事業名 ：一般国道４７４号三遠南信自動車道

佐久間道路・三遠道路

●起終点 ：（起点）静岡県浜松市天竜区佐久間町川合

（終点）静岡県浜松市北区引佐町東黒田

●延長 ：２７．９ｋｍ

●道路規格 ：第１種第３級

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

●車線数 ：２車線

●事業化 ：平成５年度

●用地着手年度 ：平成１３年度

●工事着手年度：平成１５年度

●前回の再評価 ：平成２１年度

（指摘事項なし：継続)

●全体事業費 ：１，５００億円

●事業名 ：一般国道４７４号三遠南信自動車道

佐久間道路・三遠道路

●起終点 ：（起点）静岡県浜松市天竜区佐久間町川合

（終点）静岡県浜松市北区引佐町東黒田

●延長 ：２７．９ｋｍ

●道路規格 ：第１種第３級

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

●車線数 ：２車線

●事業化 ：平成５年度

●用地着手年度 ：平成１３年度

●工事着手年度：平成１５年度

●前回の再評価 ：平成２１年度

（指摘事項なし：継続)

●全体事業費 ：１，５００億円
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1.751.75 3.50 3.50

10.50

土工部

橋梁部・高架部

トンネル部

1.251.25 3.50 3.50

9.50

1.251.25 3.50 3.50

9.50



◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
１,５７２億円 ＋ １４７億円 ＋ ５４億円

１，４８５億円 ＋ ８７億円

１，７７３億円
＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

＝
５９２億円 ＋ ４６億円 ＋ ３２億円 ６７０億円

５２６億円 ＋ ４３億円

１，５７２億円

５６９億円

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

◇前回再評価時 事業全体＝１．２ 残事業＝２．５

◇今回再評価時 事業全体＝１．１ 残事業＝１．２

【前回再評価時からの変更点】

１．将来交通需要推計手法の改善

①生成交通量推計手法の改善（推計モデル及び将来フレーム設定を統一）

②需要推計に係る条件設定の変更（ネットワークの設定について、現況に加え、事業化済みの箇所のみを考慮）

２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２１→Ｈ２４）

－ ３ －

２．費用対効果分析（費用便益比（Ｂ／Ｃ））

■走行時間短縮便益：佐久間道路・三遠道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額
■走行経費減少便益：佐久間道路・三遠道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備し

た場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等）
■交通事故減少便益：佐久間道路・三遠道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、

整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害
額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■事業費 ：佐久間道路・三遠道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）
■維持管理費 ：佐久間道路・三遠道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

１．１

１．２

便益

費用



事 項
前回評価

（Ｈ２１再評価）

今回評価

（Ｈ２４再評価）
備 考

全体事業費
１，４００億円 １，５００億円

・トンネル区間の工事費の増加

（地質状況が当初想定より悪い）

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．２ １．１

事業全体 総費用（Ｃ） １，３６５億円 １，５７２億円
・基準年次の変更

総便益（Ｂ） １，５８６億円 １，７７３億円
・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更

費用対効果（Ｂ／Ｃ） ２．５ １．２

残事業 総費用（Ｃ） ６４１億円 ５６９億円
・基準年次の変更

総便益（Ｂ） １，５８６億円 ６７０億円
・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更

事業を巡る社会情勢等

の変化

●落石、崩土等による通行制限

１５箇所(Ｈ１８～Ｈ２０)

年平均５箇所

●落石、崩土等による通行制限

１７箇所(Ｈ２１～Ｈ２３)

年平均６箇所

事業の進捗状況 事業 ５０％

用地 ９０％

事業 ５８％

用地 ９２％

－ ４ －

３．前回評価時との比較表
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２）事業の投資効果２）事業の投資効果

４．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■奥三河・北遠地域（旧富山村・旧水窪町）は、高速道路ネットワークが未形成の状態となっているため、ICアクセス60分カバー圏域に達してお

りません。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により、高規格幹線道路ＩＣ６０分カバー圏域の人口割合は奥三河（東栄町、設楽町・豊根村・旧津具村・旧富山

村）、北遠地域（旧佐久間町・旧水窪町）とも１００％となり、奥三河（東栄町）・北遠地域（旧佐久間町）と浜松市までの所要時間がそれぞれ約
9分、約19分短縮します。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■奥三河・北遠地域（旧富山村・旧水窪町）は、高速道路ネットワークが未形成の状態となっているため、ICアクセス60分カバー圏域に達してお

りません。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により、高規格幹線道路ＩＣ６０分カバー圏域の人口割合は奥三河（東栄町、設楽町・豊根村・旧津具村・旧富山

村）、北遠地域（旧佐久間町・旧水窪町）とも１００％となり、奥三河（東栄町）・北遠地域（旧佐久間町）と浜松市までの所要時間がそれぞれ約
9分、約19分短縮します。

①① 広域ネットワークの構築広域ネットワークの構築

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

（ １ ）（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

※北遠地域：浜松市天竜区（旧天竜市、旧龍山村、
旧佐久間町、旧水窪町）

奥三河地域：東栄町、設楽町、豊根村、旧津具村
・旧富山村

出典：平成22年国勢調査

◆高規格幹線道路IC60分カバー圏域
人口カバー率の変化

奥三河・北遠地域（旧富山村、
旧水窪町）は高規格幹線道路
ICまで60分以上を要する地域

奥三河・北遠地域（旧富山村、
旧水窪町）は高規格幹線道路
ICまで60分以上を要する地域

約9分
短縮

約19分
短縮

整備前 整備後

浜松市役所

佐久間協働センター

旧佐久間町～浜松市

三遠南信、新東名、東名経由

東栄町～浜松市

三遠南信、新東名、東名経由

東栄町役場

浜松市役所

佐久間協働センター

東栄町役場

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）
三遠南信自動車道：設計速度にて算出

事業の整備により高
規格幹線道路ICまで

60分以内に到達

事業の整備により高
規格幹線道路ICまで

60分以内に到達

佐久間道路
・三遠道路
L=27.9km

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）
三遠南信自動車道：設計速度にて算出

：現況

高規格道路IC60分カバー圏域

：現況のルート

：60分カバー圏域外

三遠南信自動車道

：供用済区間

：事業中区間

：道路調査区間

：高速道路

：一般国道

：整備前

高規格道路IC60分カバー圏域

：佐久間道路・三遠道路整備後

：現況のルート

：佐久間道路・三遠道路
整備後のルート

：60分カバー圏域外

三遠南信自動車道

：供用済区間

：事業中区間

：道路調査区間

：高速道路

：一般国道
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２）事業の投資効果２）事業の投資効果

－ ６－

４．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■北遠地域（旧佐久間町、旧水窪町）の道路は山間部という地形のため、防災面で脆弱なネットワークとなっています。
■近年の異常気象により、土砂災害が頻発しており、平成22年7月豪雨や平成23年9月の台風15号などでは地域の道路が各地で寸断され、生活環

境に大きな影響を及ぼしました。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により、事前通行規制区間を回避することができ、安心・安全な災害に強い道路ネットワークが形成されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■北遠地域（旧佐久間町、旧水窪町）の道路は山間部という地形のため、防災面で脆弱なネットワークとなっています。
■近年の異常気象により、土砂災害が頻発しており、平成22年7月豪雨や平成23年9月の台風15号などでは地域の道路が各地で寸断され、生活環

境に大きな影響を及ぼしました。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により、事前通行規制区間を回避することができ、安心・安全な災害に強い道路ネットワークが形成されます。

②② 災害に強い道路災害に強い道路機能の確保機能の確保

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

三遠南信自動車道と新東名
が開通していれば異常気象
時の通行止めに対するリダ
ンダンシーの確保ができた

三遠南信自動車道と新東名
が開通していれば異常気象
時の通行止めに対するリダ
ンダンシーの確保ができた

大型車
通行規制

出典：浜松市

◆開通後なら異常気象時のリダンダンシーを確保できた
（台風15号の被害例）

◆台風15号（Ｈ23年9月）被害状況

◆Ｈ22年7月豪雨時のアンケート

国道１５２号（天竜区 龍山）

Ｈ23.9.23撮影

出典：浜松市

■水窪協働センター～浜松市役所間の所要時間

N

N

至

名
古
屋

至 東京

至 飯田

至

東
京

至 飯田

土砂災害や事前通行規制
等により地域の道路ネット

ワークが各地で寸断

土砂災害や事前通行規制
等により地域の道路ネット

ワークが各地で寸断

不安に思う
69％

不安に思う
38％

＜大雨による土砂崩れ・通行止め発生への不安＞

＜救急搬送時の不安＞

有効回答数：79

有効回答数：79

主な意見 ・大雨による災害への不安

・災害発生時の孤立化への不安

主な意見 ・通行止め時の救急搬送への不安

・ドクターヘリの飛行困難時への不安

消防・医療関係機関
に限っては100%

消防・医療関係機関
に限っては100%

出典：国土交通省調べ

出典：国土交通省調べ

平常ルート
（所要時間 約100分）

平常ルート
（所要時間 約100分）

災害時迂回ルート
（所要時間 約140分）

災害時迂回ルート
（所要時間 約140分）
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＋新東名

利用ルート

約
1
時
間
40
分

約
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間
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分

約
1
時
間
40
分

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）
三遠南信自動車道：設計速度にて算出

平常ルートとほぼ同じ
時間で到達可能

平常ルートとほぼ同じ
時間で到達可能

三遠南信自動車道

：供用済区間

：事業中区間

：道路調査区間

：高速道路

：一般国道

：事前通行規制区間

：雨量超過により規制を実施
した事前通行規制区間

：通行止め発生箇所
（事前通行規制を除く）

至

名
古
屋



泌尿器科

○小児科
○リハビリテーション科

歯科
△（週２日）△（週１日）眼科

△（週１日）耳鼻科
産婦人科

△（隔週１日）△（週１日）精神科

皮膚科
心療内科

○△（週１日）整形外科
○○外科
○○内科

佐久間病院東栄病院診療科目

４．評価の視点

２）事業の投資効果２）事業の投資効果

－ ７ －

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■沿線の奥三河・北遠地域（東栄町・設楽町・豊根村・旧津具村・旧富山村・旧佐久間町・旧水窪町）は医師が不足しており、専門的な診療科目、重篤

な救急医療は浜松市、豊橋市の第三次救急医療施設等に依存していますが、奥三河・北遠地域（東栄町・設楽町・豊根村・旧津具村・旧富山村・
旧佐久間町・旧水窪町）の多くが浜松市や豊橋市にある第三次救急医療施設からの60分カバー圏域外です。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により、北遠地域（旧佐久間町・旧水窪町）では、第三次救急医療施設の６０分カバー圏域人口が約５千人（約８％）

増加し、高次医療サービスが向上します。
■鳳来峡ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間の開通後は奥三河（東栄町）から豊橋方面の搬送時間が約１０分（新城市消防本部ヒアリング結果）短縮されるととも

に、走行性向上による患者への負担軽減等救急医療活動に貢献しています。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■沿線の奥三河・北遠地域（東栄町・設楽町・豊根村・旧津具村・旧富山村・旧佐久間町・旧水窪町）は医師が不足しており、専門的な診療科目、重篤

な救急医療は浜松市、豊橋市の第三次救急医療施設等に依存していますが、奥三河・北遠地域（東栄町・設楽町・豊根村・旧津具村・旧富山村・
旧佐久間町・旧水窪町）の多くが浜松市や豊橋市にある第三次救急医療施設からの60分カバー圏域外です。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により、北遠地域（旧佐久間町・旧水窪町）では、第三次救急医療施設の６０分カバー圏域人口が約５千人（約８％）

増加し、高次医療サービスが向上します。
■鳳来峡ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間の開通後は奥三河（東栄町）から豊橋方面の搬送時間が約１０分（新城市消防本部ヒアリング結果）短縮されるととも

に、走行性向上による患者への負担軽減等救急医療活動に貢献しています。

③③ 救急医療活動の支援救急医療活動の支援

注）搬送回数：天竜消防署佐久間出張所、新城市消防本部ヒアリング結果
所要時間：現況（鳳来峡ＩＣまで供用）と整備後（佐久間ＩＣまで供用）の比較

H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）
三遠南信自動車道：設計速度にて算出

◆第三次救急医療施設への搬送回数と時間短縮（佐久間ICまで開通時）

新城市消防本部の声

三遠道路（鳳来峡IC～浜松いなさJCT）の開通前に比

べて東栄病院～豊橋市民病院間は所要時間が約１０分短縮

したとともに、走行性が向上し患者さんや運転手の負担を軽

減しています。

新城市消防本部の声

三遠道路（鳳来峡IC～浜松いなさJCT）の開通前に比

べて東栄病院～豊橋市民病院間は所要時間が約１０分短縮

したとともに、走行性が向上し患者さんや運転手の負担を軽

減しています。

◆人口１万人あたりの医師数
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奥三河・北遠地域は
医師数が少ない

出典：平成20年医師・歯科医師・薬剤師調査、
各県人口統計月報

◆奥三河・北遠地域の第二次救急医療施設
における診療科目（H24.6月時点）

※

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

豊橋市民病院

豊川市民病院

豊橋ハートセンター

浜松医大病院

佐久間道路
・三遠道路
L=27.9km

至

名
古
屋

N

至

東
京

至 飯田

聖隷三方原病院

東栄病院

佐久間病院

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）、三遠南信自動車道：設計速度にて算出

診療科目が限
定されている

診療科目が限
定されている

北遠地域では約５千人
（８％）が新たに第三次
救急医療施設の６０分

カバー圏域内

北遠地域では約５千人
（８％）が新たに第三次
救急医療施設の６０分

カバー圏域内

24回搬送※

27回搬送※

佐久間病院

第二次
救急医療施設

東栄病院

第二次
救急医療施設

豊橋市民病院

第三次
救急医療施設

6回搬送
※

時間短縮約18分
（64分⇒46分）

時間短縮約6分

（44分⇒38分）

時間短縮約5分
（65分⇒60分）

※平成22年度実績

聖隷三方原病院

第三次
救急医療施設

：整備前

第三次救急医療施設
60分カバー圏域

：整備後

第二次救急医療施設

第三次救急医療施設
：60分カバー圏域外

三遠南信自動車道

：供用済区間

：事業中区間

：道路調査区間

：高速道路

：一般国道
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－ ８ －

２）事業の投資効果２）事業の投資効果

４．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■奥三河地域（東栄町・設楽町・豊根村・旧津具村）では、国の重要無形文化財である「花祭り」が古くからの伝統芸能として保全・継承されています。
■近年の人口減少、少子高齢化の進行による担い手不足で、「花祭り」を保全・継承するために都市部との交流が不可欠ですが、道路整備の遅れに

より、円滑な交流が確保されていないのが実情です。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により都市部との所要時間が約9分短縮でき、伝統芸能の保全・継承に寄与し、地域間交流が促進されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■奥三河地域（東栄町・設楽町・豊根村・旧津具村）では、国の重要無形文化財である「花祭り」が古くからの伝統芸能として保全・継承されています。
■近年の人口減少、少子高齢化の進行による担い手不足で、「花祭り」を保全・継承するために都市部との交流が不可欠ですが、道路整備の遅れに

より、円滑な交流が確保されていないのが実情です。

２）事業の投資効果
■佐久間道路・三遠道路の整備により都市部との所要時間が約9分短縮でき、伝統芸能の保全・継承に寄与し、地域間交流が促進されます。

④④ 地域地域活性化の支援活性化の支援

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

■昭和５年頃から平成２３年までの間に約30％（７集落）の
花祭りが消滅

※旧津具村、東栄町、豊根村の花祭り開催集落数

Ｓ５年頃 ２２ヶ所 ⇒ Ｈ２３年 １５ヶ所

■東栄町内での花祭りにおける全舞手（40歳未満）に占める
都市部居住者（奥三河地域外）の割合は約３０％。

■東栄町外の舞手の居住地は東三河地域（豊橋、豊川等）
が多く、名古屋市、東京都からの参加者もみられ、都市部
との交流が活発であることがうかがえます。

花祭り開催地域

都市部との交流が不可欠（花祭り）

◆東栄町外の花祭り舞手（40歳未満）の居住地

資料：昭和５年頃の集落数は
「花祭り」－早川孝太郎－より

奥三河
19.0%

東三河
36.2%

名古屋市
11.9%

その他愛知県
15.7%

東京都
5.2%

静岡県
1.9% その他

10.0%

サンプル数：210 平成23年11月現在
出典：東栄町提供データ

◆浜松市から花祭り会場までの所要時間

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）、三遠南信自動車道：設計速度にて算出

佐久間道路
・三遠道路
L=27.9km

浜松市中心部

花祭りの様子

約9分短縮
約80％が奥三河
地域外から参加

約80％が奥三河
地域外から参加

所要時間が約
35分短縮し、ア
クセス性が向上

所要時間が約
35分短縮し、ア
クセス性が向上

呉松の代念仏

横尾歌舞伎

川名のひよんどり

懐山のおくない

寺野のひよんどり

浦川歌舞伎

川合花の舞

西浦の念仏踊り

西浦の田楽

花祭り会館

所要時間が約9
分短縮し、アク
セス性が向上

所要時間が約9
分短縮し、アク
セス性が向上

横尾歌舞伎

三遠南信自動車道

：供用済区間

：事業中区間

：道路調査区間

：高速道路

：一般国道

：国指定の無形民俗文化財

：県指定の無形民俗文化財

：整備前のルート

：整備後のルート



－ ９ －

４．評価の視点

３）事業の進捗状況
■事業進捗率は５８％、用地取得率は９２％に至っています。（平成２３年度末）
■全線（Ｌ＝２７．９ｋｍ）のうち、鳳来峡ＩＣ～浜松いなさ北IC間（Ｌ＝１３．４ｋｍ）は平成２４年３月４日に、浜松いなさ北ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間（Ｌ＝

０．５ｋｍ）については平成２４年４月１４日に供用しました。
■佐久間IC ［仮称］ ～東栄IC ［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、工事を推進中です。
■東栄IC ［仮称］ ～鳳来峡IC間（L＝７．１km）は、調査を推進中です。
■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は５０％、用地取得率は９０％

３）事業の進捗状況
■事業進捗率は５８％、用地取得率は９２％に至っています。（平成２３年度末）
■全線（Ｌ＝２７．９ｋｍ）のうち、鳳来峡ＩＣ～浜松いなさ北IC間（Ｌ＝１３．４ｋｍ）は平成２４年３月４日に、浜松いなさ北ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間（Ｌ＝

０．５ｋｍ）については平成２４年４月１４日に供用しました。
■佐久間IC ［仮称］ ～東栄IC ［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、工事を推進中です。
■東栄IC ［仮称］ ～鳳来峡IC間（L＝７．１km）は、調査を推進中です。
■（参考） 前回再評価時 ： 事業進捗率は５０％、用地取得率は９０％

■佐久間IC［仮称］～東栄IC［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、平成３０年度の供用を予定しています。■佐久間IC［仮称］～東栄IC［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、平成３０年度の供用を予定しています。

（ ２ ）（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点
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一般国道474号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路 Ｌ＝27.9km

平成30年度
（２／２）供用予定

平成24年3月4日
（２／２）

L=13.4km

平成24年4月14日
（２／２）

L=0.5kmL=6.9km

（○○IC）は仮称

一般国道４７４号 三遠南信自動車道

凡 例
：供用済区間

：事業中区間

：道路調査区間



■浜松市の意見
本事業は、三遠南信地域の交流連携の推進、災害に強いまちづくり等に寄与する重要な事業です。事業を継続し、早期供用に向けて一層推進

していただきたい。
■愛知県の意見

「対応方針（原案）」案に対して異議ありません。一般国道474号三遠南信自動車道（佐久間道路・三遠道路）は、東名高速道路や新東名高速道
路と連絡することで、広範な交流ネットワーク形成に資するとともに、医療機関への搬送路として、また災害時には緊急輸送道路としての役割を果
たす重要な高規格幹線道路である。そのため、本年度から用地調査・用地買収に着手する東栄IC（仮称）～鳳来峡IC間については早期に供用時
期を明確にするとともに、佐久間IC（仮称）～東栄IC（仮称）についても、工事を推進し、一日も早い全線開通をお願いしたい。

なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

■浜松市の意見
本事業は、三遠南信地域の交流連携の推進、災害に強いまちづくり等に寄与する重要な事業です。事業を継続し、早期供用に向けて一層推進

していただきたい。
■愛知県の意見

「対応方針（原案）」案に対して異議ありません。一般国道474号三遠南信自動車道（佐久間道路・三遠道路）は、東名高速道路や新東名高速道
路と連絡することで、広範な交流ネットワーク形成に資するとともに、医療機関への搬送路として、また災害時には緊急輸送道路としての役割を果
たす重要な高規格幹線道路である。そのため、本年度から用地調査・用地買収に着手する東栄IC（仮称）～鳳来峡IC間については早期に供用時
期を明確にするとともに、佐久間IC（仮称）～東栄IC（仮称）についても、工事を推進し、一日も早い全線開通をお願いしたい。

なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

－ １０ －

４．評価の視点

５．県・政令市への意見聴取結果

（ ３ ）（ ３ ） コ ス ト縮減や代替案立案等の可能性の視点コ ス ト縮減や代替案立案等の可能性の視点

２）代替案立案等
■佐久間道路・三遠道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路と

の接続などを勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援
など期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

２）代替案立案等
■佐久間道路・三遠道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路と

の接続などを勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援
など期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

１）コスト縮減
■佐久間IC［仮称］～東栄IC［仮称］間のトンネルにおいて、内装パネルやトンネル内空断面（換気施設の再選定等）を見直すことにより、約３億円の

コスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

１）コスト縮減
■佐久間IC［仮称］～東栄IC［仮称］間のトンネルにおいて、内装パネルやトンネル内空断面（換気施設の再選定等）を見直すことにより、約３億円の

コスト縮減を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

主）引佐六郎沢線市道

（佐久間IC） （東栄IC） 鳳来峡IC 渋川寺野IC 浜松いなさJCT浜松いなさ北IC

国道473号 国道151号 国道151号
新東名

引佐連絡路

至

三
ケ
日
Ｊ
Ｃ
Ｔ

至 東京

２７．９ｋｍ

１４．０ｋｍ １３．９ｋｍ

曲面タイルパネル標準パネル

供用済み区間

工事・調査中区間対象箇所
■内装パネルの見直し



（２）事業の進捗の見込みの視点
■佐久間IC［仮称］～東栄IC［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、平成30年度の供用を予定しています。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■佐久間IC（仮称）～東栄IC（仮称）間のトンネルにおいて、内装パネルやトンネル内空断面（換気施設の再選定等）を見直すことにより、約3億円のコスト縮
を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。
■佐久間道路・三遠道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続など

を勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など期待される効果が大
きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

（２）事業の進捗の見込みの視点
■佐久間IC［仮称］～東栄IC［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、平成30年度の供用を予定しています。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
■佐久間IC（仮称）～東栄IC（仮称）間のトンネルにおいて、内装パネルやトンネル内空断面（換気施設の再選定等）を見直すことにより、約3億円のコスト縮
を図っています。

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。
■佐久間道路・三遠道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続など

を勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など期待される効果が大
きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

－ １１ －

６．対応方針（原案）
平成２１年度の事業評価監視委員会から一定期間（３年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

（１）事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■奥三河・北遠地域は、高速道路ネットワークが未形成であり、ICアクセスは60分カバー圏域外。

■北遠地域の道路は山間部という地形のため、防災面で脆弱なネットワーク。

■奥三河・北遠地域のほとんどが第三次救急医療施設から60分カバー圏域外。

■奥三河地域では、近年の人口減少、少子高齢化の進行による担い手不足で、「花祭り」を保全・継承するために都市部との交流が不可欠ですが、道路整備
の遅れにより、円滑な交流が確保されていないのが実情。

２）事業の投資効果

■奥三河・北遠地域と浜松市までの所要時間がそれぞれ約９分、約１９分短縮。

■事前通行規制区間を回避することができ、安心・安全な災害に強い道路ネットワークが形成。

■奥三河・北遠地域では、第三次救急医療施設からの６０分カバー圏域人口が約５千人（約８％）増加し、高次医療サービスが向上、鳳来峡ＩＣ～浜松いなさＪＣ
Ｔ間の開通後は豊橋方面の搬送時間が約１０分（新城市消防本部ヒアリング結果）短縮。

■都市部との所要時間が約９分短縮でき、伝統芸能の保全・継承に寄与し、地域間交流が促進。

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．１

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は５８％（平成２３年度末）

■用地取得率は９２％（平成２３年度末）

（１）事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化

■奥三河・北遠地域は、高速道路ネットワークが未形成であり、ICアクセスは60分カバー圏域外。

■北遠地域の道路は山間部という地形のため、防災面で脆弱なネットワーク。

■奥三河・北遠地域のほとんどが第三次救急医療施設から60分カバー圏域外。

■奥三河地域では、近年の人口減少、少子高齢化の進行による担い手不足で、「花祭り」を保全・継承するために都市部との交流が不可欠ですが、道路整備
の遅れにより、円滑な交流が確保されていないのが実情。

２）事業の投資効果

■奥三河・北遠地域と浜松市までの所要時間がそれぞれ約９分、約１９分短縮。

■事前通行規制区間を回避することができ、安心・安全な災害に強い道路ネットワークが形成。

■奥三河・北遠地域では、第三次救急医療施設からの６０分カバー圏域人口が約５千人（約８％）増加し、高次医療サービスが向上、鳳来峡ＩＣ～浜松いなさＪＣ
Ｔ間の開通後は豊橋方面の搬送時間が約１０分（新城市消防本部ヒアリング結果）短縮。

■都市部との所要時間が約９分短縮でき、伝統芸能の保全・継承に寄与し、地域間交流が促進。

■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．１

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は５８％（平成２３年度末）

■用地取得率は９２％（平成２３年度末）

以上のことから、一般国道４７４号三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路の事業を継続する。


